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これは我々みんなの問題：決して「他人事」ではない



今日の話の内容

自分自身のバックグラウンドの紹介

「現状」の分析（というか、日頃感じていること）

今後に向けての提案（というか、議論の叩き台）



自分自身のバックグラウンド
大学院では「理論プラズマ物理学」を専攻、理学博士。

２年間の助手経験を経て、東芝総合研究所（現、研究開発セ
ンター）に就職し14年間勤務。

東芝では、基礎研究所、新機能材料・デバイスラボラトリー
に所属、主に物性理論（高温超伝導など）と計算機シミュレー
ション（ナノ＆バイオ）の研究に従事。

その間、1年半、カリフォルニア工科大学に留学。

2001年より、JSTの計算科学プロジェクトの研究代表者。

今年５月より、神戸大学（自然科学研究科／発達科学部）に
異動、医療・薬学・環境等に関するシミュレーションに従事。



たしかに「理論系」の就職は厳しい

企業研究所にバブル期ほどの余裕と体力はない。

「オンデマンド」で採用する傾向。

JSTプロジェクトで雇用したポスドク研究員の次の就
職先を見つけるのも大変。

30歳前後の場合、次のポスドク（国内外）や企業への就
職が主で、アカデミックポジションは難しい。

「環境科学」を専攻した大学の学生・院生たちも就職
に苦労している。

「境界・学際領域」は「専門性の欠如」と取られがち。



大学の研究室は旧態依然では？
教授の名声を高めるためのピラミッド的な構図。

「自分に協力して良い仕事をする」が暗黙の原則。

広い視野を持った人材より、専門性を持った即戦力。
「兵隊」として使う場合さえ見られる。

「自分を見習って傑出した仕事をすれば、ポジションはおの
ずとついてくる」という発想。

「根性論」まかり通る。

同業者の間で「勝ち抜く」。

「落伍者」は自分で職を探す。

自らの専門性の社会的存在価値は殆ど省みられない。
「天然記念物」、「人間国宝」、「職人」で構わない？

「何人の人間を育てられるか」という発想の欠如。



企業は「競争が厳しい」という・・・

目先の成果を求める、より近視眼的な発想。

「何年後かには自分はここにいない」。

自分は「広い見識」、部下は「役立つ専門性」。



新しい「しくみづくり」は可能か？

特異ケースの集積からシステム化へ。

日本独自のシステム（教育・研究・雇用）が必要？

「パイの奪い合い」から「Win-Win」へ向けて。

業界のマスを拡大することは可能か？

この分野に対して「もっとお金を出していい」という世
間の認知が必要。

そのための業界のシステム改革、ひいては日本全
体の構造改革まで視野を広げて考える必要。

「スター選手」が次々と輩出されるシステム作り？
Case Study：野球界との比較（20代以前 vs 以後）



大学研究室の「（ベンチャー）企業化」？

「新しい価値を創造する会社」としての位置づけ？
目先の利益にこだわらなくていいメリット

但し、自らの値打ちの客観的評価・アセスメントは必要

東北大学・宮本研究室の事例

環境市民運動をサポートする大学活動に関する、神戸大学・
小川正賢教授の提案

欧米の「Science Shop」に似た組織

日本型のビジネスモデル？

学生・院生の就職の受け皿？

「プロの大学教師」職といった柔軟な発想
IT、バイオインフォマティクス系研究者の育成と位置づけ？



人材の需要と供給
「Position Taking」から「Position Making」の時代へ

大学研究室の「職人的徒弟制度」の崩壊？

従来の「専門家」vs「非専門家」の図式の崩壊？

「マッチング」の重要性
大学や企業の戦略の明確化が進行

情報のユビキタス化による個人の能力の均質化

「売れること、必要とされることとは何か？」の考察が必要

専門性と広い視野、Dualな技能が要求される
Unique vs Universal、Seeds vs Needs
理系研究者における文系的素養の必要性

両者を兼ね備えた人材の育成



我々が考えなければならないこと
２０代から30代にかけて、学生、院生、ポスドク、助手等を経
てPermanent or Tentative Positionを見つける若手研
究者の教育・育成の「淀みないフロー」

大学の研究室や国の研究所、企業の間の人材（＋モノ・金）
の円滑かつ恒常的な流れ

これらを社会として支える体系的なシステムを協力して構想・
構築しないと早晩その社会は衰退する。

これらは厳しい自己評価（自らの組織の位置づけやLCA？）
や将来ビジョンの構築とも密接に関係する、我々自身の問題
である。

E.g., MOTプログラム、サイエンス・マスター・プログラム



日本の若者は優秀！


